
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式

会
社（
横
浜
市
・
中
村
文
子
代
表
）は
、
米
国
に
お

い
て「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
担
当
者
と
し
て
右
に
出
る

者
は
い
な
い
」と
言
わ
れ
る
ボ
ブ
・
パ
イ
ク
氏
を

招
聘
し
、
人
材
育
成
担
当
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。

開
催
し
た
の
は
11
月
14
日
、
朝
９
時
30
分
〜

12
時
、
場
所
は
新
宿
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
の
会
議
室
。

ホ
テ
ル
、
外
食
、
ア
パ
レ
ル
、
人
材
開
発
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
か
ら
50
人

が
集
ま
っ
た
。
参
加
費
は
１
万
円
、
講
義
は
英

語
で
行
な
わ
れ
た
が
、
日
本
語
へ
の
同
時
通
訳
も

あ
っ
た
。
５
〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
座

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
で
行
な
わ
れ
た
。

テ
ー
マ
は「
研
修
で
成
果
を
出
す
た
め
の
秘

訣
」。
企
業
で
は
、
人
材
開
発
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
研
修
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を

い
か
に
意
味
あ
る
も
の
に
す
る
か
、
結
果
を
出

し
て
い
く
か
の
コ
ツ
を
パ
イ
ク
氏
が
紹
介
し
た
。

そ
の
コ
ツ
と
は
…
…

①
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
関
与
さ
せ
る
こ

と
、
②
研
修
を
会
社
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
に

沿
っ
た
も
の
に
す
る
こ
と
、
③
そ
の
研
修
を
成

し
遂
げ
た
後
に
得
ら
れ
る
も

の
を
参
加
者
に
明
示
す
る
こ

と
、
④
そ
の
研
修
の
ゴ
ー
ル

（
目
標
）を
設
定
し
、
そ
れ
を

上
回
る
く
ら
い
の
意
欲
で
取

り
組
む
よ
う
に
す
る
こ
と
、

⑤
そ
の
研
修
が
本
当
に
必
要

な
も
の
で
あ
る
か
の
ニ
ー
ズ

を
見
極
め
る
こ
と
、
⑥
参
加

者
同
士
が
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
、
⑦
き
ち
ん

と
評
価
し
て
あ
げ
る
こ
と
、
⑧
諮
問
委
員
会（
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
）を
社
内
に
作
る
こ
と
、

⑨
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
、
⑩
研
修
が
成
功

し
た
ら
、
そ
れ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
。

こ
れ
を
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
解
説
し
、
そ
の
後

グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
た
り
、
暗
記
し
て
い
る
か
を

確
認
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
徹
底
的
に

理
解
さ
せ
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
。
パ
イ
ク
氏
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
優
位
性
は
、
記
憶
さ
せ
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
、
す
ぐ
に
使
え
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
伝
え
、

学
ん
だ
こ
と
を
現
場
に
帰
っ
て
実
践
し
て
も
ら

う
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
研
修
効
果
の
最
大
化

を
図
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

主
催
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ
ピ

タ
ル
の
中
村
文
子
さ
ん
は
、
本
誌
で
も
人
材
開

発
者
養
成
講
座
の
連
載
を
担
当
し
た
人
材
開
発

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
が
、
米
国
で
行
な
わ
れ
た

パ
イ
ク
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
に
中
村
さ
ん
が
参
加
し
、

そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
衝
撃
を
受
け
、
ぜ
ひ
日
本

に
も
パ
イ
ク
氏
の
研
修
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
す
べ

き
と
考
え
た
と
い
う
。
パ
イ
ク
氏
自
ら
の
講
義

だ
け
で
な
く
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
得
し
た
中
村

さ
ん
が
行
な
う
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
な
っ
た
り
、
米
国
で
30
万
部
以
上
も
売

れ
て
い
る
パ
イ
ク
氏
の
翻
訳
本
出
版
を
計
画
す

る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

直
近
予
定
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
は
２
０
０
８

年
２
月
12
日
・
13
日
に
開
催
さ
れ
る「
ボ
ブ
・
パ
イ

ク
の
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」。
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://d-hc.com

/

）に
詳
細
が
あ
る
。
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「今日学んだことを三つ言ってく
ださい」。参加者一人が3人に
質問しあった 笑顔とユーモアを忘れず、終始楽しい雰囲気を醸し出すボブ・パイク氏

自らの業務に直結している内容だけに、参加者はみなパイク氏の語る言葉に、熱心に耳を傾けていた

ボブ・パイク氏来日特別講演

「研修で成果を出すための10の秘訣」を開催
ダイナミックヒューマンキャピタル㈱
取材・本誌　近藤寛和

「大人が学習する際の
パイクの法則」とは

文・中村文子

米国研修業界の権威であるボブ・パイク氏が提唱している
「クリエイティブ・トレーニング・テクニック」は、斬新なアイデ
アを豊富に取り入れ、トレーナー主導で参加者主体形式をとる
ことによって、最大限の成果を生み出すようにしていますが、
その基本的な原理原則には次の5つがあります。

法則1「学習者は大きな体をした赤ちゃんである」
幼少時代のことを思い出してください。幼稚園では色を塗っ

たり、絵を描いたり、ゲームをして遊んだり、粘土細工をしたり
といろいろなことをしました。すべて自分で実践するものばか
り。経験の少ない子供は経験を通して学ぶのです。でも小学生
になると、一列に並んだり、人の話を聞いたりしなければなら
なくなります。体験学習の機会が少なくなります。年とともに、
経験ではなく知識重視の教育に変わっていってしまいます。
われわれの研修の参加者である大人はさまざまな経験をし

ていますが、一方的な講義ではその経験を生かす機会があり
ません。参加者の今までの経験を認めて褒めたたえましょう。
経験の少ない子供でも、実践を通して発見し学ぶことができま
す。まして、大人の私たちは経験を積んできていますから、参
画することで子供以上に発見したり学んだりできるはずです。

法則2「人は自分が言ったことに関しては議論しない」
私が何かについて「それは真実である」と言った場合、あな

たは心の中で「それは当然あの人は信じているでしょう。だっ
て教えているんだし」とつぶやくでしょう。しかし、私が言っ
たことをあなたが自分で口に出して言ったら、それがあなたに
とっても真実となります。
セミナーを開催するときはアクションアイデアを作り上げて

いきます。職場にすぐに持ち帰って使えるアイデアやテクニッ
クを探すように参加者に伝えます。そしてそれをほかの人と共
有してもらったりします。「自分で言ったことに関しては議論
しない」、「責任を持つ」という原則を応用するのです。

法則3「習得はいかに楽しく学ぶかに比例している」
参加者は、研修に積極的に参加することによって、純粋に楽

しんで学習することができます。研修中にジョークを言ったり
意味のないゲームをしたりする必要はありません。自分の役
に立つ情報やツール、テクニックなどが得られるので、自分の
エネルギーを使って学ぶのが楽しいと自覚するのです。また
それらを収集することにより仕事をするのがさらに速くなっ
たり簡単になったり、また人生をより楽しく過ごせるようにな
ったりして、問題解決の助けにもなったりします。

また、ユーモアがあったり、心から笑ったりすると学習効果
が高まります。ユーモアをうまく使って、学習効果を高め参加
者がさらなる成功を収められるようにしましょう。

法則4「行動が変わるまでは学習したとは言えない」
研修では、「知っていること」ではなく「知っていて実践する

こと」を重視します。何かを知的に習得することと、個人的な
経験を通して感情的に納得し習得することは、まったく別物で
す。ですから、研修中のスキル練習が非常に大切になってくる
のです。私たちトレーナーの役目は、参加者がどんな学習環境
においても、私たちが提供するノウハウやテクニックを使って
成功体験を味わえるようにすることです。失敗しても恥ずか
しくない環境で、新しいアイデアを安心して習得できるような
状況を作ってあげなければいけません。そうすることによって
仕事の現場で成功する可能性が増えるからです。

法則5「くわっ、くわっ、くわっ」
大まかに訳すと、パパもママもできるからといって、赤ちゃ

んもできるとは限らない。私がトレーナーとして何かできたと
しても、それがどうだというのでしょうか。それはママはでき
るということと同じです。研修の参加者として何かできるから
といって、それがどうだというのでしょうか。それはママに教
えてもらったパパもできるということと同じことです。トレー
ナーとして自分の仕事をまっとうしたと思えるのは、「参加者
が学んだことを、だれかに正しく伝えられたとき」なのです。
参加者自身も、ほかの人に何かを教えるときに「自分が本当に
分かっているのかいないのか」が分かります。

この「大人が学習する際のパイクの法則」に基づいて開発さ
れたクリエイティブ・トレーニング・テクニックを学んだ人は世
界で通算10万人を超え、その成果を実証しています。

ボブ・パイクメソッドの伝道師となった中村文子さんとボブ・パイク氏

 


